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那須烏山市 Nasukarasuyama City

議会だより
主 な 内 容
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３
月
定
例
会
が
２
月
28
日
（
月
）
に
招

集
さ
れ
、
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
16
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

※�

議
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容
な
ど
、詳
し
く
は
４
月
発
行
の「
広

報
な
す
か
ら
す
や
ま
第
199
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
市
立
図
書
館
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。南那須中学校卒業式（令和４年３月10日）南那須中学校卒業式（令和４年３月10日）

議　案　等 審議結果
議案第16号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度那須

烏山市一般会計補正予算（第７号）について） 承　認

議案第17号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度那須
烏山市一般会計補正予算（第８号）について） 承　認

議案第18号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度那須
烏山市一般会計補正予算（第９号）について） 承　認

議案第19号 那須烏山市過疎地域における固定資産税の課税免除に関
する条例の制定について 可　決

議案第20号 那須烏山市個人情報保護条例の一部改正について 可　決

議案第21号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例
の一部改正について 可　決

議案第22号 那須烏山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正に
ついて 可　決

議案第23号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正について 可　決

議案第24号 那須烏山市長、副市長及び教育長の給与及び旅費に関す
る条例の一部改正について 可　決

議案第26号 那須烏山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について 可　決

議案第27号 那須烏山市土地利用適正化条例の一部改正について 可　決

議案第29号 那須烏山市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
について 可　決

議案第30号 那須烏山市保健福祉センター設置、管理及び使用料条例
の一部改正について 可　決

議案第31号 那須烏山市重度心身障害者医療費助成条例の一部改正に
ついて 可　決

議　案　等 審議結果
議案第32号 那須烏山市道路占用料徴収条例の一部改正について 可　決

議案第33号 那須烏山市文化財保護審議会設置及び運営条例の一部改
正について 可　決

議案第34号 那須烏山市健康管理センター設置及び管理条例の廃止に
ついて 可　決

議案第10号 令和３年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）について 可　決

議案第11号 令和３年度那須烏山市熊田診療所特別会計補正予算（第
２号）について 可　決

議案第12号 令和３年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）について 可　決

議案第13号 令和３年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第３
号）について 可　決

議案第14号 令和３年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算（第
２号）について 可　決

議案第15号 令和３年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３号）
について 可　決

議案第３号 令和４年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算について 可　決

議案第６号 令和４年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予算に
ついて 可　決

議案第７号 令和４年度那須烏山市下水道事業特別会計予算について 可　決

議案第８号 令和４年度那須烏山市水道事業会計予算について 可　決

議案第35号 那須烏山市過疎地域持続的発展計画の策定について 可　決

（全会一致） 3月定例会　議案等審議結果一覧

※掲載は採決順

議　　　案　　　等 審議結果

議　員　別　賛　否　一　覧
青
木
敏
久

興
野
一
美

堀
江
清
一

荒
井
浩
二

福
田
長
弘

村
上
進
一

矢
板
清
枝

滝
口
貴
史

小
堀
道
和

相
馬
正
典

田
島
信
二

渋
井
由
放

沼
田
邦
彦

中
山
五
男

髙
田
悦
男

平
塚
英
教

議案第 25 号 那須烏山市職員給与条例及び那須烏山市一般職の任期付職員の採用及び給
与の特例に関する条例の一部改正について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ●

議案第 28 号 那須烏山市国民健康保険税条例の一部改正について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ●
議案第 9 号 令和３年度那須烏山市一般会計補正予算（第 10 号）について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ●
議案第  1 号 令和４年度那須烏山市一般会計予算について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ●
議案第  2 号 令和４年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ●
議案第  4 号 令和４年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ●
議案第  5 号 令和４年度那須烏山市介護保険特別会計予算について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ●

（起立による採決） ※掲載は採決順で渋井議長は表決に加わらない。　※議案第 1 ～第 8 号、第 19 号は、上程・質疑の後、関連する常任委員会に付託され、最終日に採決　○ ･･･ 賛成　● ･･･ 反対

　本号では、一般質問を掲載しておりません。
　一般質問の様子をご覧になりたい方は、那須
烏山市議会ホームページにて録画映像を配信し
ておりますので是非ご覧ください。
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本
委
員
会
で
は
、
本
市
の
重

要
な
地
域
資
源
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
烏

山
線
を
存
続
さ
せ
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る
一
助
と
す
べ
く
、
ま

た
、
全
国
で
も
数
少
な
い
蓄
電

池
駆
動
電
車
で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｍ
を
、
観
光
振
興
及
び
地
域
活

性
化
に
結
び
つ
け
て
い
け
る
よ

う
、
利
用
促
進
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、
高
齢

者
世
帯
等
、
自
家
用
車
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
交
通
弱
者

が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

市
内
の
公
共
交
通
機
関
全
般
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　

平
成
30
年
及
び
令
和
元
年
の

山
あ
げ
祭
開
催
期
間
中
に
運
行

さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
臨
時
列
車

及
び
令
和
元
年
に
運
行
さ
れ
た

リ
ゾ
ー
ト
ぶ
な
か
ら
す
や
ま
を

利
用
し
た
観
光
客
に
対
し
て
横

断
幕
を
掲
げ
る
と
い
っ
た
お
出

迎
え
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
存
続

及
び
利
用
客
数
増
加
に
向
け
た

検
討
を
行
い
、
利
用
客
数
の
減

少
を
食
い
止
め
る
に
は
、
車
内

に
設
置
可
能
な
も
の
も
含
め
、

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
改
札
機
を
導
入
し

乗
客
へ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。
今
後
も
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
対
し
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の

存
続
に
向
け
た
取
組
及
び
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
改
札
機
の
設
置
に
向
け

特
別
委
員
会
の
所
管
事
務
調

査
結
果
報
告
書
（
一
部
抜
粋
）

発　　行

編　　集

事 務 局

☎0287－88－7114

那須烏山市議会

議会広報委員会

　
４
つ
の
特
別
委
員
会
で
調
査
し

た
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
書
を
一

部
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
全
文

は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

開
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
動
き

令
和
４
年
1
月

2
月

29
日
○
議
会
だ
よ
り
第
63

号
発
行

10
日
○
議
員
全
員
協
議
会

22
日
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

○
議
員
全
員
協
議
会

28
日
○
第
１
回
３
月
定
例
会

　
　
　
（
３
月
15
日
ま
で
）

２
日
○
議
会
広
報
委
員
会

４
日
○
各
特
別
委
員
会

　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

８
日
○
各
常
任
委
員
会

　
　
　
（
９
日
ま
で
）

15
日
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

○
議
員
全
員
協
議
会

　
　

○
議
会
広
報
委
員
会

3
月

た
要
望
活
動
を
続
け
て
い
く
。

　

議
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が

拡
大
・
多
様
化
し
て
い
る
中
、

市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指

し
、
道
半
ば
で
あ
る
議
会
改
革

を
力
強
く
推
し
進
め
る
た
め
、

平
成
31
年
３
月
に
議
会
の
最
高

規
範
で
あ
る
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
た
。
本
委
員
会
で
は
本

条
例
に
基
づ
き
、
主
に
次
の
点

に
つ
い
て
取
組
を
行
っ
た
。

　

令
和
元
年
10
月
27
日
、
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
全
議
員
及

び
市
民
16
名
が
参
加
し
た
。
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
参
加
者

か
ら
は
、
市
の
重
要
施
策
や
令

和
元
年
東
日
本
台
風
に
お
け
る

対
応
な
ど
様
々
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

本
会
議
録
画
映
像
に
つ
い

て
、
市
民
に
向
け
た
迅
速
な
情

報
伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
一

般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し

た
。

　

議
員
定
数
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
県
内
の
市
議
会
や
全
国
の

類
似
団
体
と
の
人
口
規
模
や
財

政
規
模
等
の
比
較
・
検
討
を
行

い
、
現
行
定
数
か
ら
１
名
削
減

し
、
次
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙

か
ら
定
数
16
名
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
に
つ

い
て
、
議
会
運
営
の
効
率
化
・

迅
速
化
の
ほ
か
、
市
が
取
り
組

む
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推

進
に
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
を
決
定
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
以

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
利
用
促
進
等

特
別
委
員
会

  

議
会
改
革
特
別
委
員
会

降
、
当
該
条
例
に
基
づ
き
議
会

運
営
や
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
制
定

後
の
取
組
状
況
や
実
績
等
の
評

価
検
証
を
行
い
、
今
後
の
課
題

や
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
議
員
選
挙
執
行
後
の
新
た
な

議
会
体
制
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と

し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
本
市
に
相

応
し
い
庁
舎
整
備
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。

　

令
和
２
年
３
月
30
日
、「
庁

舎
整
備
検
討
に
係
る
中
間
報
告

書
」を
市
長
あ
て
に
提
出
し
た
。

中
間
報
告
書
は
、
委
員
会
設
置

後
８
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

那
須
烏
山
市
庁
舎
整
備
等
検
討

委
員
会
の
答
申
や
住
民
説
明
会

に
お
け
る
市
民
か
ら
の
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
、
新
築
に
よ
る
本

庁
方
式
へ
の
移
行
及
び
新
庁
舎

整
備
時
期
な
ど
に
関
す
る
各
委

員
の
考
え
方
や
意
見
を
集
約
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
５
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
市
と
も
議
論
を
重
ね
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
委
員
の
意
見
は
様
々
で
あ

り
、
集
約
に
は
至
ら
ず
調
査
研

究
に
つ
い
て
議
論
は
尽
く
さ
れ

た
と
考
え
る
。

　

令
和
３
年
６
月
30
日
、「
庁

舎
整
備
に
関
す
る
要
望
書
」
を

市
長
あ
て
に
提
出
し
た
。
庁
舎

整
備
が
当
初
計
画
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
整

備
基
本
構
想
（
素
案
）
を
（
案
）

と
し
て
速
や
か
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
及

び
市
民
か
ら
多
く
の
意
見
を
い

た
だ
け
る
よ
う
日
数
の
確
保
に

  

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、「
那
須

烏
山
市
の
事
務
所
の
位
置
等
の

関
す
る
条
例
」
の
改
正
を
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
市
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
望

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
市
と
市
議
会
が
議
論

を
深
め
、
本
市
に
相
応
し
い
庁

舎
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め

る
た
め
、
市
議
会
議
員
選
挙
執

行
後
の
新
た
な
議
会
体
制
に
引

き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
近
年
の
気
候

変
動
の
影
響
等
に
よ
る
気
象
の

急
激
な
変
化
や
自
然
災
害
の
頻

発
化
、
激
甚
化
か
ら
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
防
災
・
減
災

対
策
に
資
す
る
た
め
、
主
に
次

の
取
組
を
行
っ
た
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

令
和
元
年
東
日
本
台
風
時
の
市

に
お
け
る
災
害
対
応
に
つ
い

て
、
検
証
を
行
い
、
課
題
と
今

後
の
改
善
策
を
検
討
し
た
。

　

今
後
の
本
市
に
お
け
る
防
災

  

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

行
政
無
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
作
成
し
た
「
令
和

元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
お
け

る
課
題
と
今
後
の
災
害
対
応
に

関
す
る
提
言
書
」
及
び
「
防
災

行
政
無
線
整
備
に
関
す
る
要
望

書
」を
市
長
あ
て
に
提
出
し
た
。

　

那
珂
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
る
、
下

境
地
区
の
霞
堤
整
備
及
び
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
概
要
や
進
捗
状
況
、

今
後
の
方
針
を
把
握
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
実
施
主
体
に
対

し
、
地
元
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
事
業
を
推
進
す
る
よ
う
要
望

し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
防
災
・
減
災

対
策
の
調
査
や
防
災
行
政
無
線

整
備
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て

は
、今
後
も
市
民
生
活
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
議

会
議
員
選
挙
執
行
後
の
新
た
な

議
会
体
制
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と

し
た
。

　
「
国
に
よ
る
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
交
付

要
件
の
見
直
し
の
撤
廃
を
求
め

る
意
見
書
」
を
関
係
行
政
庁
あ

て
に
、 「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋

立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及

び
災
害
の
発
生
防
止
に
関
す
る

条
例
の
改
正
及
び
土
砂
埋
立
て

に
関
す
る
支
援
体
制
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」
を
栃
木
県
知
事

あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す

る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
冊
子
判
に
な
り
、

新
聞
折
込
か
ら
自
治
会
文
書
配

付
に
変
更
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
等
で
配

布
い
た
し
ま
す
。

一般会計当初予算に対する
附帯決議を可決

　令和４年度一般会計当初予算に計上されている南
那須地区広域行政事務組合負担金に対する附帯決議
を全会一致で可決しました。概要は次のとおりです。
①�南那須地区広域行政事務組合に対し、一般廃棄
物処理施設及びし尿処理施設の建設については、
住民の理解が得られない場合は事業には着手し
ないよう求めること。

②�南那須地区広域行政事務組合に対し、ごみの減
量化・再利用化を進めるための施設整備及び運用
方式について再検討するよう求めること。

③�今後予定される大規模事業には多額の財政負担
が伴うことから、市執行部においては議会との合
意形成を十分に図った上で事業執行をすること。

３月定例会の本会議日程と傍聴者数
月　　日 内　　容 傍聴者数

２月28日（月） 開会・上程・採決・付託 １人
３月 ２ 日（水） 一般質問 ５人
３月 ３ 日（木） 一般質問 ８人
３月 ４ 日（金） 一般質問 ７人
３月 ７ 日（月）３月 ７ 日（月） 予算総括質疑予算総括質疑 １人１人
３月15日（火） 上程・報告・採決・閉会 14人

計  36人

3月定例会において審査された請願・陳情
番　号 件　　　　名 紹介議員 審査結果

請願書
第1号

国に対し水田活用の直
接支払交付金における
交付要件を見直すよう
意見書の提出を求める
請願書

興野　一美 採　択
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